
（高等専門学校機関別認証評価 自己評価担当者研修）

独立行政法人大学評価・学位授与機構

（平成２７年度実施分）

自己評価書の分析に当たって

－自己評価書の記載方法

及び評価の視点について－

２

自己評価書を記載するに際しての全般的な留意点

○ 別に冊子として配布している「高等専門学校評価基準及び

選択的評価事項の分析に当たっての留意点等について」を

必ず参照して、各観点で要求されている内容を確認し、そ

の内容に沿って自己評価書を記載すること。

○ 自己評価書の良し悪しが評価に影響する場合がある。

自己評価書は認証評価にも重要である。

○ 添付資料で参照させたい箇所にはマーキングをする。

○ 添付資料の掲載については著作権や個人情報の保護に配慮

し別添を基本とする。（別添の場合であっても、個人情

報等のデータ自体を抹消すること。）
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１－１－①：高等専門学校の目的が、それぞれの学校の個性や特色に
応じて明確に定められ、その内容が、学校教育法第115条
に規定された、高等専門学校一般に求められる目的に適
合するものであるか。また、学科及び専攻科ごとの目的
も明確に定められているか。

学校の目的（使命、教育方針、達成目標等）が学則等に明確に定め
られていることを分析・評価。

学校教育法に適合していることを分析・評価。

「学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力、養成しよ
うとする人材像」の内容が準学士課程、専攻科課程で発展性を持ち
、検証可能であり、相違が明確であることを分析・評価。

学科及び専攻科ごとの目的が学則等に明確に定められていることを
分析・評価。
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基準１高等専門学校の目的

１－２－①：目的が、学校の構成員（教職員及び学生）に周知されて

いるか。

周知を図る取組の状況を分析・評価。

学生便覧等で、準学士課程の目的と専攻科課程の目的との

違いが学生に明確に伝えられていることに留意。

シラバス等の教育課程の説明や記載で、準学士課程の目

的との関連が分かりやすいことに留意。（JABEE対応の教

育プログラム中心の説明や記載になっていないか）

周知状況（実際に知っている状況）を把握する取組が行わ

れていることを記載して分析・評価。

アンケート等により周知状況が低い状態となっている場合
、周知の改善の取組はなされているか。特に、教育目的を
全く知らないと回答した学生に対する周知の改善策はなさ
れているかに留意。

4



一般社会に対する目的の公表方法を具体的に分析・評
価。

中学生や中学校に対する目的の公表方法を、具体的に
（資料の配布状況等を含め）分析・評価。

進路先関係者や関係機関（進学先や就職先等）への公
表方法を、具体的に（資料の配布状況等を含め）分析
・評価。

根拠資料としてあげられている配布資料（学校要覧等
）に目的の記載があることに留意。
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１－２－②：目的が、社会に広く公表されているか。

基準２ 教育組織（実施体制）

２－１－①：学科の構成が、教育の目的を達成する上で適切なものと

なっているか。

２－１－②：専攻科を設置している場合には、専攻科の構成が、教育

の目的を達成する上で適切なものとなっているか。

各学科、各専攻科の構成を記述し、各学科、各専攻科の目
的を具体的に記述したうえで自己評価。

各学科、各専攻科の目的・内容が、学校が掲げた教育の目

的に適合している（著しい不適合が見られない）ことを

分析・評価。
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自校が全学的なセンターとしているものについて、具体的なセンター
の役割、活動状況を記述し、自己評価。

活動状況は、教育の目的を達成するための教育活動の状況、活動成果
の通常の教育への反映などを分析・自己評価。

地域テクノセンター、地域文化研究センター等をあげる場合は、教育
の目的を達成するための教育活動の具体的状況を記述して分析・評価｡

機械実習工場等をあげる場合、創造的・実践的な技術者教育の具体的
実施状況を教育の目的に沿って分析・評価。

情報処理教育センター、総合情報センター等をあげる場合は、学生や
教職員による教育上の具体的利用状況を記述して分析・評価。

キャリア支援室等をあげる場合、学生支援活動と混同していないか。
教育の目的の達成との関連は明示されているかに留意。
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２－１－③：全学的なセンター等を設置している場合には、それらが
教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。

教育活動を有効に展開するための検討・運営体制を記載。

学生支援活動、生活指導活動と混同しないように留意。

「必要な活動が行われているか」については、具体的活動状況

を自己評価。

学校としての検討・運営の体制の枠組を記述して分析・評価。

運営委員会、教務委員会、専攻科委員会等の開催実績と審議内
容の分かる資料に基づいて活動状況を具体的に記述して分析。

学校運営ＷＧ、企画運営会議、総務委員会等をあげる場合、そ
の活動上の差異（所掌範囲、位置付け等）を明確に記述。

学生委員会、寮務委員会等をあげる場合には、要注意。
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２－２－①：教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備
され、教育活動等に係る重要事項を審議する等の必要な
活動が行われているか。



相互に関連を持つ一般科目及び専門科目の授業を担当す

る教員間において、授業の内容・進度等についての調整

を図る等の連携が組織として行われていることについて

、その具体的内容を記載し、分析・自己評価

懇談会、ＦＤ懇談会等の場合、連携の結果として授業の
内容、進度等の調整へ反映した状況を分析・評価。

一般科目担当教員と専門科目担当教員の科目間連携が組
織として行われていることを具体的に分析・評価。

一般科目担当教員間の科目間連携を自己評価書に取り上
げる場合は、連携内容を具体的に分析・評価。

専門科目担当教員間の科目間連携を自己評価書に取り上
げる場合は、連携内容を具体的に分析・評価。
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２－２－②：一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が、
機能的に行われているか。

学校の教育組織としての支援体制を分析・評価。

事務職員や技術職員による支援は、基準３の観点３－３
－①で分析・評価。

学生支援活動、生活指導活動に対する支援体制は、基準
７で分析・評価。

研究活動と区別した場合、教員の主な教育活動は、授業
計画（シラバス等）を定め、授業を実施し、学生の修得
状況を評価することと考えられ、これらに対する支援体
制を自己評価。
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２－２－③：教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が
機能しているか。



例えば、学科として新任教員への支援、教務委員会を中
心として、シラバス作成の手引き、教務便覧（教育活動の
しおり）等の作成による支援、個々の教員の研究費では賄
えない教育用の実験機器の購入・整備への支援などがあげ
られる。

「機能しているか」については、支援の内容を具体的に
記述して分析・評価。（例えば、教務委員会、各学科、学
年会議、合同教員室の取組等による支援の具体的な内容）
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基準３ 教員及び教育支援者等

３－１－①：教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適

切に配置されているか。

３ー１－②：教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当

教員が適切に配置されているか。

３ー１－③：教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業科目担当

教員が適切に配置されているか。

設置基準に適合していることを分析・評価。

教員の専門分野と担当授業科目との整合性を分析・評価。

適切な配置状況について、教育の目的に照らして分析・評
価。 ・国際的コミュニケーションスキル

・実践的教育、創造性教育

・専攻科の研究指導
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教員組織を活性化するための適切な措置の具体例を自己評価

年齢構成の分かる資料（必須）と共に、教員の年齢構成を適切に
するための措置の内容を具体的に記述して分析・評価。

女性教員、外国人教員を積極的に採用している場合には、結果と
しての数だけではなく、そのようにするための規定等に基づいた
措置の内容を具体的に記述して分析・評価。

企業研修をあげる場合､研修実績を具体的に記述して分析・評価｡

校長裁量の予算配分をあげる場合、具体的配分実績状況を明示し
て分析・評価。

ゆとりの時間の確保策（週に一度授業のない日の設定）、サバテ
ィカル制度などをあげる場合、その具体的運用と効果について記
述して分析・評価。

他の教育機関との間の人事交流をあげる場合は、その実績。
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３－１－④：学校の目的に応じて、教員組織の活動をより活発化するた
めの適切な措置が講じられているか。

学校としての全教員の教育活動の評価とその結果の活用状

況（学校長面談での確認を含む）を自己評価

教員の活動評価の中で、教育活動の評価がなされているこ
とを根拠資料に示して、分析・評価。（個人情報に関わる
ため、根拠資料を訪問調査時の確認で可）

評価の中に校長が行う個人面談や教務主事、学生主事、寮
務主事が行う評価が含まれている場合は、その内容が教育
活動の評価であることを示して分析・評価。

]

評価結果を教員組織の見直し等に反映していることを具体
的に記述して分析・評価。

非常勤講師の教育活動の評価を分析・自己評価。

14

３－２－①：全教員の教育活動に対して、学校による定期的な評価が
行われているか。また、その結果把握された事項に対し
て教員組織の見直し等、適切な取組がなされているか。



教員の採用及び昇格において、基準や規定が定められ、適
切に実施・運用されているかについて自己評価（実績につい
ては、学校長面談での確認を含む）

教員採用（非常勤教員を含む）の基準や規定が明確に定め
られていることを分析・評価。特に、教育上の能力を有す
ることの把握・評価方法が明確であることに留意。

教員昇格の基準や規定が明確に定められていることを分析
・評価。特に教育上の能力を有することの把握・評価方法
が明確であることに留意。

基準や規定に従って、教員選考や昇格が実施されているこ
とを具体的に分析・評価。
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３－２－②：教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定めら
れ、適切な運用がなされているか。

教育支援者等の配置状況を自己評価

事務職員については、会計課、学生課（教務係、学生係、
寮務係、図書係等）の教育活動に対する支援内容と人数
配置状況を明示して分析・評価。

図書館においては、司書等の専門的な知識を有する職員の
配置状況を明示して分析・評価。

技術職員については、教育活動の支援内容と人数配置状況
を明示して分析・評価。

助手を配置している場合には、助手の位置付け・支援内容
と人数配置状況を明示して分析・評価。
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３－３－①：学校における教育活動を展開するに必要な事務職員、
技術職員等の教育支援者等が適切に配置されているか。



基準４ 学生の受入
４－１－①：教育の目的に沿って、求める学生像及び入学者選抜の基本

方針等の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が

明確に定められ、学校の教職員に周知されているか。また

、将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されて

いるか。

準学士課程、専攻科課程及び編入学の入学者受入方針（「求める学生
像」及び「入学者選抜の基本方針等」）の適切性を分析・自己評価

求める学生像（入学者に求める能力等）を定めていることを分析・評
価。

入学者選抜の基本方針を定めていることを分析・評価。

求める学生像及び入学者選抜の基本方針が教職員に周知されている状
況を明示して分析・評価。

求める学生像及び入学者選抜の基本方針などの公表の具体的な状況を
明示して分析・評価。
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入学者選抜方法が入学者受入方針（特に入学者選抜の

基本方針）に沿って適切に実施されている状況を自己

評価。

入学者選抜の適切な実施については、個人情報を含む
ことから訪問調査時に確認することを含む。
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４－２－①：入学者受入方針(アドミッション・ポリシー)に沿って
適切な学生の受入方法が採用されており、実際の入学
者選抜が適切に実施されているか。



実際の学生受入が入学者受入方針（特に入学者選抜の基本方
針）に沿っていることを検証する取組とその検証結果の改善
への活用状況を自己評価

具体的な検証の取組を明示して分析・評価。

検証の取組は入学者選抜の基本方針に沿っていることを検
証する内容になっているかに留意。

検証結果を具体的に記述して分析・評価。

検証結果により改善の必要性が認められる場合、入学者選
抜の改善状況を具体的に記述して分析・評価。

入学者選抜の改善は、検証結果を反映したものであるか｡
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４－２－②：入学者受入方針(アドミッション・ポリシー)に沿った
学生の受入が実際に行われているかどうかを検証する
ための取組が行われており、その結果を入学者選抜の
改善に役立てているか。

過去５年間の実入学者数と入学定員数の比較に基づく状況を
自己評価。

準学士課程の実入学者数を入学定員と比べた状況に基づいて記
述し、分析・評価。

専攻科課程の実入学者数を入学定員と比べた状況に基づいて記
述し、分析・評価。

入学定員を大幅に下回る（0.7倍未満）場合、適正化に向けた
改善の取組状況を記述し、その効果について分析・自己評価。

入学定員を超えている（1.3倍以上）状況にある場合、教育・
研究環境の実態状況（主に問題状況の有無）を分析・評価。問
題がある場合、適正化に向けた改善の取組状況を記述し、その
効果について分析・自己評価。

20

４－３－①：実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下
回る状況になっていないか。また、その場合には、これ
を改善するための取組が行われる等、入学定員と実入学
者数との関係の適正化が図られているか。



基準５ 教育内容及び方法
（準学士課程）

５－１－①：教育の目的に照らして、授業科目が学年ごとに適切に配置

され、教育課程が体系的に編成されているか。また、授業

の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、教

育の目的を達成するために適切なものとなっているか。

教育目標（学習・教育到達目標）のそれぞれの項目について
教育課程の体系性及び授業の内容の適切性を自己評価

準学士課程の達成目標（学習・教育到達目標）の項目ごと

の科目系統図などを明示して分析・評価。

選択科目の選択制約条件などから、卒業時に達成目標を達

成するように教育課程が編成されていることを分析・評価｡
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授業の内容が教育の目的に照らして適切であること（著し
い不合理はないこと）を資料を基に記述し、分析・評価。

設置基準に適合していることを分析・評価。

・一年間の授業を行う期間は定期試験等の期間を含め

35週にわたることが原則

・１単位時間は標準５０分。

ただし、１単位時間を標準５０分より短い時間で

運用している場合は、それによる支障がないかどう

かの分析が必要。
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学生への多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請
それぞれについて、教育課程の編成又は授業科目の内容への
具体的な配慮の状況を自己評価

学生の多様なニーズに対する具体的配慮を記述し、分析・
評価。

学術の発展の動向に対する具体的配慮を記述し、分析・評
価。

社会からの要請に対する具体的配慮を記述し、分析・評価｡

例えば ・他学科、他教育機関の授業科目の自校の単位としての認定状況

・インターンシップ、資格試験の導入状況

・コーオプ教育の実施状況と効果

・文部科学省の各種学生支援プログラム（ＧＰ）との関連状況
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５－１－②：教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の
多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請等
に配慮しているか。

具体的な授業科目名、取組内容を含めた状況を自己評価

授業形態のバランスを示す資料を基に、バランスの適切性
の分析を、教育の目的に対応させて記述。

学習指導法の工夫について、全学科の取組について記述し
て分析・評価。

学習指導法の工夫について、具体的な授業科目名と共に、
具体的工夫内容が教育内容に応じていることを記述して、
分析・評価。

例えば ・数学の習熟度別クラス編成と教育目的との関連

・対話型授業と教育目的との関連

・ものづくり教育、創造性教育での工夫と教育目的との関連

24

５－２－①：教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の
授業形態のバランスが適切であり、それぞれの教育内
容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。



事前に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標、評価方法
等が記載されたシラバスが作成され、教員及び学生に活用さ
れている状況を自己評価

特に学修単位科目については、事前学修、事後展開のガイダン
スの記載状況とその実施状況を分析・評価。

特に４、５年次生の授業科目のシラバスにおいて、達成目標が
準学士課程の達成目標であることが確認できること。

教員の活用状況を把握して、分析・評価。

学生の活用状況を把握して、分析・評価。

25

５－２－②：教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、
事前に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標と評
価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用されて
いるか。

創造性を育む教育方法の工夫、及びインターンシップの活
用状況を具体的に自己評価

教育方法の工夫が、単に学生が持っている創造力を発揮させるだ
けでなく、学生の持っている創造的能力を高める工夫内容である
ことを記述し、分析・評価。

科目単位の単発な取組ではなく、創造性を育む教育方法の工夫が
学校としての取組である場合には、そのことを明確に記述して分
析・評価。（各学年を通しての体系性、全ての学科での取組）

インターンシップの活用について、選択科目としている場合、ま
たは、単位認定していない場合、教育の目的との関係で位置付け
を明確にしているかに留意。

インターンシップの実績、単位認定方法（報告書、報告会等）、
インターンシップ受入先の開拓状況などについて分析・評価。

26

５－２－③：創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、
インターンシップの活用が図られているか。



一般教育、特別活動の実施状況から、教育課程の編成において
、どのような豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されてい
るかを自己評価

一般教育の充実において、実施状況と共に、どのような人間性の涵養
を図る配慮であるのか、配慮内容を具体的に記述して分析・評価｡

特別活動は、設置基準（90単位時間以上）に適合していることを分析
・評価。

特別活動において、実施状況と共に、どのような人間性の涵養を図る
配慮であるのか、配慮内容を記述して分析・評価。

課外活動等において、実施状況と共に、どのような人間性の涵養を図
る配慮であるのか、配慮内容を記述して分析・評価。

27

５－３－①：教育課程の編成において、一般教育の充実や特別活動の
実施等、豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されて
いるか。また、教育の目的に照らして、課外活動等にお
いて、豊かな人間性の涵養が図られるように配慮されて
いるか。

規定等に従って適切に実施されていることを、厳格性や客観性の確
保の状況を含めて自己評価（訪問調査時の資料確認を含む）

教育の成果の具体的な根拠資料の一つであり、内部質保証が確立さ
れていることの重要な要素であることに留意

規定が策定されていること。

学生による意見の申し立ての機会が確保されていること。

学生の周知状況を把握して分析・評価。

学修単位科目の成績評価･単位認定方法が適切であることを分析･評価。

追試、再試を含めて、試験の適切な実施、成績評価・単位認定の適切な
実施がなされていることを分析・評価。（試験問題の適切性を含む）

進級認定、卒業認定が適切に実施されていることを分析・評価。

（訪問調査時の資料確認を含む）

28

５－４－①：成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織と
して策定され、学生に周知されているか。また、これら
の規定に従って、成績評価、単位認定、進級認定、卒業
認定が適切に実施されているか。



準学士課程４・５年次及び専攻科課程１・２年次の科目系
統図、または、主要科目の学科・専攻科科目関連図等から
、連続性、発展性を自己評価

準学士課程４・５年次及び専攻科課程１・２年次の科目
系統図、又は、専攻科審査時に提示している主要科目の
学科・専攻科科目関連図により、連携・発展を考慮して
いることを分析・評価。

29

（専攻科課程）
５－５－①：教育の目的に照らして、準学士課程の教育との連携、

及び準学士課程の教育からの発展等を考慮した教育
課程となっているか。

教育目標（学習・教育到達目標）のそれぞれの項目について
教育課程の体系性及び授業の内容の適切性を自己評価

専攻科課程の達成目標（学習・教育到達目標）の項目ごと
の科目系統図などを明示して分析・評価。

選択科目の選択制約条件などから、修了時に達成目標を達
成するように専攻科として完結した教育課程が編成されて
いるか。（JABEEと混同していないか。）

授業の内容が教育の目的に照らして適切であること（著し
い不合理はないこと）を資料を基に分析・評価。

30

５－５－②：教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置され、教
育課程が体系的に編成されているか。また、授業の内容
が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、教育の
目的を達成するために適切なものとなっているか。



31

５－５－③：教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の
多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請等
に配慮しているか。

それぞれについて、教育課程の編成又は授業科目の内容への
具体的な配慮を自己評価

学生の多様なニーズに対する具体的配慮を記述し、分析・

評価。

学術の発展の動向に対する具体的配慮を記述し、分析・評

価。

社会からの要請に対する具体的配慮を記述し、分析・評価｡

例えば ・他学科、他教育機関の授業科目の自校の単位としての認定状況

・インターンシップ、資格試験の導入状況

・コーオプ教育の実施状況と効果

・文部科学省の各種学生支援プログラム（ＧＰ）との関連状況

32

５－６－①：教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の
授業形態のバランスが適切であり、それぞれの教育内
容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。

具体的な授業科目名、取組内容を含めた状況を自己評価

授業形態のバランスを示す資料を基に、バランスの適切性

の分析を、教育の目的に対応させて記述。

学習指導法の工夫について、全学科の取組について、分析

・評価。

学習指導法の工夫について、具体的な授業科目名と共に、

具体的工夫内容が教育内容に応じていることを分析・評価｡

例えば ・フィールド型授業と教育目的との関連

・対話型授業と教育目的との関連

・ものづくり教育、創造性教育での工夫と教育目的との関連



事前に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標、評価方法
等が記載されたシラバスが作成され、教員及び学生に活用さ
れている状況を自己評価

特に学修単位科目については、事前学修、事後展開のガイ
ダンスの記載状況とその実施状況を分析・評価。

達成目標は専攻科課程の達成目標と理解できるか。

教員のシラバス活用状況を把握し、分析･評価しているか。

学生のシラバス活用状況を把握し、分析･記述しているか。

33

５－６－②：教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事
前に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標と評価方法
の明示等、内容が適切に整備され、活用されているか。

創造性を育む教育方法の工夫、及びインターンシップの活用
状況を具体的に記載

教育方法の工夫が、単に学生が持っている創造力を発揮させるだけで
なく、学生の持っている創造的能力を高める工夫内容であることを記
述し、分析・評価。

科目単位の単発な取組ではなく、創造性を育む教育方法の工夫が学校
としての取組である場合には、そのことを明確に記述して分析・評価
。（学年を通した体系性、専攻科全体としての取組）

インターンシップの活用について、選択科目としている場合、または
、単位認定していない場合、教育の目的との関係で位置付けを明確に
しているか。

インターンシップの実績、単位認定方法（報告書、報告会等）、イン

ターンシップ受入先の開拓状況などについて分析・評価。

34

５－６－③：創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、
インターンシップの活用が図られているか。



専攻科で修学するにふさわしい教養を授ける教育、研究上
の指導の状況・内容を自己評価

教養教育を実施していることを具体的に分析・評価。

特別研究の指導の枠組、指導状況・指導内容について分
析・評価。

・指導教員の指導状況・指導内容

・副指導教員がいる場合の指導状況

・技術職員の研究のサポート状況

35

５－７－①：教育の目的に照らして、教養教育や研究指導が適切に
行われているか。

規定等に従って適切に実施されているかを、厳格性や客観性の確保
の状況を含めて自己評価（訪問調査時の資料提示可）

教育の成果の具体的な根拠資料の一つであり、内部質保証が確立さ
れていることの重要な要素であることに留意

規定が策定されているか。

学生による意見の申し立ての機会は確保されているか。

学生の周知状況を把握して分析・評価しているか。

学修単位科目の成績評価・単位認定方法は適切か。

追試、再試を含めて、試験の適切な実施、成績評価・単位認定の適切
な実施がなされているか。（試験問題の適切性を含む）

進級認定、修了認定は適切に実施されているか。（訪問調査時の資料
確認を含む）

36

５－８－①：成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として
策定され、学生に周知されているか。また、これらの
規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適切
に実施されているか。



基準６ 教育の成果
６－１－①：高等専門学校として、その教育の目的に沿った形で、課

程に応じて、学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や

資質・能力、養成しようとする人材像等について、その

達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われて

いるか。

準学士課程、専攻科課程において卒業（修了）時に、それぞ
れ学生が学習・教育目標の各項目ごとに達成状況を把握・評
価する方法と取組状況を自己評価

準学士課程で選択科目がほとんどない場合は、卒業に必要な
単位の修得をもって達成状況の把握方法としていることで問
題ないが、選択科目が少なからずある場合は、卒業に必要な
単位の修得だけでは、学習・教育目標の達成状況の把握方法
とならないことに注意する必要がある。

37

専攻科課程では、達成目標を把握・評価する方法（「学習
・教育目標の達成度評価対象と評価方法及び評価基準」な
ど）を明示して自己評価しているか。

専攻科課程の達成状況を把握・評価する方法（「学習・教
育目標の達成度評価対象と評価方法及び評価基準」など）
において、専攻科課程としての把握・評価が可能となって
いるか確認。（準学士課程だけで達成するようになってい
る項目はないか。⇔JABEEとの混同により生じる問題）

その他の把握・評価方法について記述する場合は、それが
達成目標のどの項目の達成状況を把握・評価するものであ
るのかを明確にして、分析・評価。

学生による達成度評価や達成度確認だけでは不十分。

38



前観点で記載の把握・評価の方法に対応させて、教育の成果
や効果が上がっているかを自己評価

準学士課程、専攻科課程それぞれに、前観点で記載された
把握・評価の方法に対応させて達成状況の評価結果を分析
・評価。

達成状況の評価結果が確認できる資料（卒業時、修了時に
学習・教育目標を達成していることを把握・評価した結果
）を提示して分析・評価。

個々の学生の達成状況を確認。

39

６－１－②：各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける
学力や資質・能力について、学校としてその達成状況
を評価した結果から判断して、教育の成果や効果が上
がっているか。

卒業後の進路状況について、養成する人材像や専門性が活か
される状況であるかなど、教育の目的との適合性を自己評価

準学士課程、専攻科課程それぞれに、就職率（就職者/就職
希望者）及び、教育の目的に沿った就職先となっているこ
とを分析・評価。

準学士課程、専攻科課程それぞれに、進学率（進学者/進学
希望者）及び、教育の目的に沿った進学先となっているこ
とを分析・評価。

40

６－１－③：教育の目的において意図している養成しようとする人
材像等について、就職や進学といった卒業（修了）後
の進路の状況等の実績や成果から判断して、教育の成
果や効果が上がっているか。



卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力について学生
自身が評価した結果に基づいた教育の成果や効果を自己評価

設定している達成目標（学習・教育目標）の各項目についての
学生による達成度評価の結果を分析・評価。

各授業の達成度評価を「学生が行う学習達成度評価」とする場
合、それが卒業（修了）時に身に付ける学力、資質・能力の達
成度評価であることを明示することが必要。

達成度記録簿を「学生が行う学習達成度評価」とする場合、記
録簿には、学生の学習達成度評価が記載されているかに留意。
（単位修得記録簿になっているものは不可。）

評価結果で達成状況が低いものはないか。⇒低い項目がある場
合、基準９、観点９－１－③で分析・評価が必要。

41

６－１－④：学生が行う学習達成度評価等、学生からの意見聴取の結
果から判断して、教育の成果や効果が上がっているか。

卒業（修了）後何年か経った卒業（修了）生や、卒業（修了
）生を受け入れた進路先関係者からの、卒業（修了）生が学
校の目的に沿った学力や資質・能力を、実際に身に付けてい
たかどうかの達成状況、そして卒業（修了）後の成果等に関
する意見の聴取の結果等を自己評価

アンケートなどでの意見聴取の内容が、到達目標の達成度を聞く質問
となっていることが必要。

卒業生、修了生の意見聴取結果を分析・評価。

進路先の関係者（就職先や進学先）の意見聴取結果を分析・評価。

評価結果で達成状況が低いものはないか。⇒低い項目がある場合、基
準９、観点９－１－③で分析・評価が必要。

42

６－１－⑤：卒業（修了）生や進路先等の関係者から、卒業（修了）生が在学
時に身に付けた学力や資質・能力や、卒業（修了）後の成果等
に関する意見を聴取する等の取組を実施しているか。また、そ
の結果から判断して、教育の成果や効果が上がっているか。



基準７ 学生支援等
７－１－①：学習を進める上でのガイダンスが整備され、適切に実施

されているか。また、学生の自主的学習を進める上での

相談・助言を行う体制が整備され、機能しているか。

相談・助言体制の整備についてはその整備した体制の内容を
、機能しているかについては、学生の利用実績や満足度等を
自己評価。

準学士課程、専攻科課程で学習を進める上でのガイダンスの実施状況
を分析・評価。（特に、編入学生、留学生に対して）

オフィスアワー、チューター制度などの相談・助言の実績が確認でき
る資料を明示して分析・評価。

学生支援室や学生相談室をあげる場合、生活支援や生活相談ではなく
、自主的学習を進める上での支援や相談内容となっていることを十分
に説明することに留意。

43

効果的な利用については、利用実績や利用満足度からの分
析も可

自主的学習環境としてあげたものは、学生が自主的に利用で
きる状況にあることを分析・評価。（時間制約、許可制等）

自主的学習環境の利用実績を確認できる資料をもとに分析・
評価。

厚生施設、コミュニケーションスペースの整備状況を具体的
に記述し、それらの施設の利用状況を確認できる資料をもと
に分析・評価。

44

７－１－②：自主的学習環境及び厚生施設、コミュニケーションス
ペース等のキャンパス生活環境等が整備され、効果的
に利用されているか。



学習支援に関する学生のニーズを把握しているかについて、
学生の意見をくみ上げる制度の内容、実施状況、ニーズの把
握状況等を記載

意見箱や学生との懇談会等をあげる場合、ニーズの具体的内容が学
習支援に関するニーズであることに留意。（多くの場合、生活環境
に対する要望であるため）

把握されたニーズに対する具体的対応状況を分析・評価。

資格試験、検定試験に対する支援体制がどのような体制であるのか
、また、その体制のもとで行っている支援内容について具体的に記
述し、分析・評価。（受験指導の方法、補習授業の実施状況など）

外国留学のための支援体制、支援実績を具体的に記述し、分析・評
価。

45

７－１－③：学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されてい
るか。また、資格試験や検定試験の受講、外国留学の
ための支援体制が整備され、機能しているか。

学習支援面において、特別な支援が必要と考えられる学生に
対して有効な支援体制が整備され必要に応じて行われている
状況を自己評価

留学生、編入学生に対する学習支援体制と必要に応じて実
施されている支援を具体的に記述し、分析・評価。
（例えば国際交流委員会、留学生支援担当、チューターの配置、

留学生用のカリキュラム、編入学生用プログラム等）

学習障害、発達障害の学生に対する学習支援の取組

成績不振学生への学習支援の取組

46

７－１－④：特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体
制が整備されているか。また、必要に応じて学習支
援が行われているか。



支援体制と支援の実績（支援活動の実施状況）を自己評価

支援体制は、学校が組織として支援している体制について
分析・評価。

「機能している」ことに関しては、課外活動の成果実績も
支援の結果として含まれないわけではないが、支援の実績
（支援体制が機能していることを示す活動実績）を中心に
分析・評価。

（顧問教員の配置と支援の内容）

（外部コーチの状況と支援の内容）

（ロボコン、プロコン等の実施状況と支援の内容）

47

７－１－⑤：学生の部活動、サークル活動、自治会活動等の課外活
動に対する支援体制が整備され、適切な責任体制の下
に機能しているか。

指導・相談・助言体制による活動の実施状況を自己評価

組織体制を説明し、分析・評価。（学生委員会と学生相談
室の関係等、役割を示す規則などの根拠資料）

相談窓口は学生に十分周知されていることを分析・評価。
（周知・案内方法）

セクシュアル・ハラスメントや各種ハラスメントへの相談
体制と活動実績を分析・評価。

経済的支援についての相談窓口は学生に十分周知されてい
ることを分析・評価。（周知・案内方法）

経済的支援の実績を資料と共に分析・評価。
（授業料減免制度、奨学金制度活用状況、独自の奨学金制度等）

48

７－２－①：学生の生活や経済面にかかわる指導・相談・助言
を行う体制が整備され、機能しているか。



有効な支援を行うことのできる状況にあり必要に応じて行わ
れていることを自己評価

身体障害、発達障害、学習障害のある学生等、特別な支援
を必要と考えられる学生の把握状況を記述。

支援体制と支援の実績状況を具体的に記述して分析・評価｡

49

７－２－②：特別な支援を必要と考えられる学生への生活支援等
を適切に行うことができる状況にあるか。また、必
要に応じて生活支援等が行われているか。

学生寮の構成とそれらの生活及び勉学の場としての整備状況
、管理・運営体制、その他様々な支援体制等を基に機能状況
を自己評価

生活の場として機能していることを分析・評価。

勉学の場として整備されていることについて、空間的に、
また制度的に整備されていることを分析・評価。

勉学の場として有効に機能していることを分析・評価。（
例えば学習室の利用状況、結果としての成績状況、寮生ア
ンケート結果等の資料など）

特徴的な設備、上級生が下級生の勉学を支援する活動など
にも留意。

50

７－２－③：学生寮が整備されている場合には、学生の生活及び
勉学の場として有効に機能しているか。



体制による活動の実施状況や学生に対する効果や貢献等を自
己評価

進路指導状況を組織的な進路指導体制と共に分析・評価。
（各学科ごとに担任と学科長が進路の相談助言を行い指導
する体制も十分含まれる）

例えば、キャリア教育の状況、キャリア支援室の状況、学
生が求人情報や進学情報を入手する方法、文部科学省現代
ＧＰの当該観点での成果、等自校の状況に応じて分析・評
価。

機能していることについては、学生アンケートの他、結果
としての就職状況、進学状況をあげることも可。

51

７－２－④：就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され、機能
しているか。

基準８ 施設・設備

８－１－①：学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程

の実現にふさわしい施設・設備が整備され、適切な安全管

理の下に有効に活用されているか。また、施設・設備のバ

リアフリー化や環境面への配慮がなされているか。

設置基準で必要とされる実習工場、実験室、演習室、研究
室等の整備状況を分析・評価。

学生に対する安全教育の実施状況を分析・評価。

日常的な安全管理状況を具体的に記述して、分析・評価。
（施設・設備の点検状況など）

バリアフリー化への施設・設備の整備の進捗状況を具体的
に記述して分析・評価。

52



ＩＣＴ環境の具体的な整備状況と管理状況（セキュリティシ
ステム、管理組織の規定、委員の配置、活動状況など）と利
用・活用状況（教職員の活用状況と学生の活用状況）を自己
評価

53

８－１－②：教育内容、方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境
が十分なセキュリティ管理の下に適切に整備され、
有効に活用されているか。

必要な資料が系統的に収集・整備され、活用されている状況
を自己評価

系統的な収集・整備として、例えば教育課程、または学科
の種類に対応した専門分野の種類、あるいは学年区分など
に応じた図書の収集、整備状況を分析・評価。

専門分野の種類に対応した学術雑誌の収集、整備状況を分
析・評価。

図書、学術雑誌、視聴覚資料等を利用する際のサポートの
状況について分析・評価。

「有効に活用されている」ことについては、各種の利用状
況を明示。（電子ジャーナルの利用状況、ブックハンティ
ングの状況、学生の購入希望図書の取扱状況など） 54

８－２－①：図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要
な資料が系統的に収集、整理されており、有効に活用
されているか。



基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム

９－１－①：教育の状況について、教育活動の実態を示すデータや資

料が適切に収集・蓄積され、評価を適切に実施できる体

制が整備されているか。

データや資料の収集・蓄積状況とそれらを活用した評価体制
を自己評価

データや資料の収集・蓄積状況を分析・評価。

教育活動の評価が適切に実施できる体制と責任の所在を具

体的に分析・評価。（評価室、点検・評価委員会の役割、

評価の実施体制など）

55

意見の聴取状況、自己点検・評価の実施状況を具体的に自己
評価

学校の構成員（教職員及び学生）の意見の聴取状況を具体的に記述し
て分析・評価。

学外関係者（中学校関係者、就職先関係者、進学先関係者、保護者、
卒業生（同窓会組織）など）の意見の聴取状況を具体的に記述して分
析・評価。

自己点検・評価基準は学校として策定したものとなっているか

自己点検・評価が適切に実施されていることを分析・評価。

自己点検・評価は教育活動報告にとどまらず、その活動を評価してい
る内容であることに留意。

56

９－１－②：学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われて
おり、それらの結果をもとに教育の状況に関する自己
点検・評価が、学校として策定した基準に基づいて、
適切に行われているか。



各種評価結果を改善に結びつけるシステムと改善状況を関係す
る委員会等の役割と活動実績を基に自己評価

システムとしての記述をして分析・評価。

提示する具体的・継続的改善は、評価結果を受けたものであることに
留意。かつ、教育活動の見直し等に関するものであることに留意。

提示する具体的・継続的改善は、システムに基づいていることを記述
して分析・評価。

特に、学生による達成度評価結果で低く表れた項目、卒業生、進路先
関係者の評価結果で低く表れた項目について、改善の状況を具体的に
分析・評価。

外部評価結果、第三者評価（前回の認証評価等）結果で教育の状況に
関して指摘された事項に対する改善状況を具体的に記述して分析・評
価。

57

９－１－③：各種の評価の結果を教育の質の向上、改善に結び付けられ
るような組織としてのシステムが整備され、教育課程の見
直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられているか。

当該観点に係わる具体例を記述して自己評価

継続的改善を具体的に記述して分析・評価。

記述されている具体的改善は評価結果（授業評価等）に基
づくものであることを明示することに留意。

個々の教員の改善活動状況（改善計画状況だけではなく、
実際に授業改善している状況）を学校として把握している
ことを分析・評価。

非常勤講師の改善活動状況を分析・評価。

58

９－１－④：個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質の向
上を図るとともに、授業の内容、教材、教授技術等の継
続的改善を行っているか。また、個々の教員の改善活動
の状況を、学校として把握しているか。



教育の質の改善に寄与している具体的状況を自己評価

教員の各専門分野での研究活動が教育の質の改善に寄与し
ていることを具体的に記述して分析・評価。

教員の教育方法に関する研究活動が教育の質の改善に寄与
していることを具体的に記述して分析・評価。

特定の教員の研究活動にとどまらず、学校としての状況（
一般科目担当教員や全学科についての状況）に関して分析
・評価。

59

９－１－⑤：研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。

実施されたＦＤが組織として教育の質の向上や授業の改善に
結び付いている具体例を挙げて自己評価

ＦＤの実施状況を具体的に記述して分析・評価。

実施したＦＤが教育の質の向上、授業改善に結びついてい
ることを、ＦＤとの関係を具体的に明示して分析・評価。

60

９－２－①：ファカルティ・ディベロップメントが、適切な方法で
実施され、組織として教育の質の向上や授業の改善に
結び付いているか。



教育支援者への資質の向上を図る取組を自己評価

技術職員を対象とした研修等（技術研修等）の実施状況を
具体的に記述して分析・評価。

技術職員による技術（成果）発表会等を行っているのであ
れば、その実施状況を具体的に記述して分析・評価。

技術職員に対する校長裁量経費等による支援状況、技術職
員の科研費申請状況など、学校が独自に行っている資質の
向上を図る取組があれば具体的に記述して分析・評価。

事務職員の研修等の実施状況を具体的に分析・評価。

助手を配置している場合には、助手の研修等の実施状況を
具体的に記述して分析・評価。

61

９－２－②：教育支援者等に対して、研修等、その資質の向上を図
るための取組が適切に行われているか。

基準１０ 財務

１０－１－①：学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行でき

る資産を有しているか。また、債務が過大ではないか。

過去５年間程度の貸借対照表等の財務諸表をもとに財務状況､
債務の状況を自己評価

財務諸表を明示しているか。

保有資産の状況など財務状況を具体的に記述し分析・評価

債務の状況を具体的に記述して分析・評価。

62



過去５年間程度の収入（運営費交付金、授業料等）の状況
を自己評価

収入状況として、運営費交付金、授業料、入学料等の過
去５年間程度の収入の確保状況を具体的に記述し、分析
・評価。

教育研究活動を安定して遂行するために、経常的な収入
状況が確保されていることを分析・評価。

63

１０－１－②：学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行す
るための、経常的収入が継続的に確保されているか。

競争的資金などの獲得の内訳の分かる資料等を基に自己評価

外部の財務資源（科研費、受託研究、共同研究、受託試
験、奨学寄附金、同窓会からの寄付金等を含む競争的資
金など）の獲得策とその獲得した外部の財務資源の活用
策を具体的に策定していることを分析・評価。

過去５年間程度の外部の財務資源の獲得状況を具体的に
記述して、実行状況を分析・評価。

64

１０－１－③：学校の目的を達成するために、外部の財務資源の
活用策を策定し、実行しているか。



予算配分方針、予算配分案を基に自己評価

予算配分方針、予算配分案等、収支に係る計画を具体
的に策定している状況を、策定方法（策定組織、策定
の手続き、経路）と共に具体的に分析・評価。

予算策定に関する規定等、収支計画、議事録等

予算配分方針、予算配分案等、収支に係る計画が、関
係者（教職員等）に明示（公表）していることを、明
示方法（公表方法、周知方法）と共に具体的に分析・
評価。

65

１０－２－①：学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎
として、適切な収支に係る計画等が策定され、関
係者に明示されているか。

過去５年間程度の損益計算書（又は、消費収支計算書）を
基に自己評価

過去５年間程度の損益計算書（又は、消費収支計算書）
を明示して分析・評価。

過大な支出超過となっていないことを具体的に分析・評
価。

66

１０－２－②：収支の状況において、過大な支出超過となってい
ないか。



予算内訳などの配分表と予算執行の実績の比較を基に自己
評価

教育経費、研究経費、施設設備費等の配分表と予算執行
の実績資料を明示して分析・評価。

施設・設備の整備計画の全体像の分かる資料（施設・設
備について学内全体のマスタープラン等）を明示して分
析・評価。

校長裁量経費等の戦略的経費を設定している場合、その
資源配分が把握できる資料を明示して分析・評価。

適切な資源配分であることを分析・評価。
67

１０－２－③：学校の目的を達成するため、教育研究活動（必要
な施設・設備の整備を含む）に対し、適切な資源
配分がなされているか。

それぞれの法令に基づく財務書類の公表状況を基に自己
評価

68

１０－３－①：学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で
公表されているか。

１０－３－②：財務に対して、会計監査等が適切に行われてい
るか。

法令に基づく会計監査の実施状況を自己評価

国立高等専門学校の場合は、国立高等専門学校間で
の相互会計内部監査報告書
学内会計監査規則に基づく内部監査に関する資料



基準１１ 管理運営

意思決定プロセスにおける役割、責任体制のもとに態勢を
自己評価

企画（室）会議、運営会議等の役割、位置付けを明示し
て分析・評価。

ＷＧなどをあげる場合は設置規定及び検討課題の諮問・
答申の手続き等を明示して分析・評価。

校長が全体を把握し、リーダーシップを発揮できる体制
となっていることを分析・評価。

69

１１－１－①：学校の目的を達成するために、校長、各主事、委員会等
の役割が明確になっており、校長のリーダーシップの下
で、効果的な意思決定が行える態勢となっているか。

管理運営に関する諸規程をもとに自己評価

管理運営に関する各種委員会等の規定の整備と共に、活
動実績を記述して分析・評価。（構成、役割分担の明確
化）

管理運営に関する事務組織体制の規定の整備と共に、活
動実績を記述して分析・評価。（構成、役割分担の明確
化）

危機管理に係る体制の規定の整備と共に、機能状況を記
述して分析・評価。（危機管理マニュアルの策定状況、
機能状況）
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１１－１－②：管理運営の諸規程が整備され、各種委員会及び事務
組織が適切に役割を分担し、効果的に活動している
か。また、危機管理に係る体制が整備されているか。



自己点検・評価の実施状況と公表状況を具体的に自己評価

管理運営を含め総合的な状況に対して実施しているか。

学校として策定した基準に基づくものであるか。

自己点検・評価報告書では、評価をしているか。

自己点検・評価の周期は適切であることを分析・評価。

年度計画の検証結果をあげる場合、年度計画以外の状況に
ついての自己点検・評価の実施状況を分析・評価。

結果の公表状況を分析・評価。
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１１－２－①：自己点検・評価が学校として策定した基準に基づ
いて高等専門学校の活動の総合的な状況に対して
行われ、かつ、その結果が公表されているか。

外部有識者による検証状況を具体的に自己評価

検証体制、検証実施状況を具体的に記述して分析・評価。

検証は、自己点検・評価結果の検証となっていることを分
析・評価。

検証の周期が適切であることを分析・評価。

検証結果をまとめ、学校内で共有している（公表している
）ことを分析・評価。その際の共有方法（公表方法）を具
体的に明示。
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１１－２－②：自己点検・評価の結果について、外部有識者等に
よる検証が実施されているか。



改善のシステムの整備状況、システムの下で改善された教育活
動以外の総合的な状況（管理運営を含む）の改善状況を具体的
に自己評価。（教育活動の状況に関する改善は基準９）

自己点検・評価結果に対する改善のシステムについて分析・
評価。

自己点検・評価結果を改善のシステムに従って、改善に結び
つけている状況を具体的に分析・評価。（具体的改善事例）
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１１－２－③：評価結果がフィードバックされ、高等専門学校の目的
の達成のための改善に結び付けられるようなシステム
が整備され、有効に運営されているか。

管理運営に関する具体的改善事例を自己評価

外部有識者の意見を反映した管理運営に関する具体的改
善事例を分析・評価。

認証評価結果を反映した管理運営に関する具体的改善事
例を分析・評価。

認証評価以外の第三者評価結果を反映した管理運営に関
する具体的改善事例を分析・評価。

74

１１－３－①：外部有識者の意見や第三者評価の結果が適切な形
で管理運営に反映されているか。



近隣の他の高等教育機関の活用状況、地域の教育資源（実践
教育の地域人材等）の活用状況、海外の教育機関の活用状況
等を具体的に自己評価

近隣の他の高等教育機関の活用をあげる場合、他の高等専
門学校や大学、短大との連携状況を明記して活用状況を具
体的に分析・評価。

地域の教育資源（実践教育の地域人材等）、同窓会ＯＢの
活用をあげる場合、組織的な連携状況を明記して具体的活
用状況を分析・評価。

海外の教育機関の活用をあげる場合、目的を達成するため
の具体的活用状況を連携状況と共に分析・評価。
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１１－３－②：学校の目的を達成するために、外部の教育資源を積
極的に活用しているか。

学校教育法施行規則第172の２第１項に規定されている各項
目の情報公開の状況を自己評価

目的、基本組織、教員組織（組織内の役割分担、年齢構成
を含む）、教員の数（法令上必要な専任教員数、男女別、
職別人数を含む）、入学者受入方針、入学者の数、編入学
定員、編入学者数、収容定員、在学者数、卒業者数、修了
者数、進学者数、就職者数、進学及び就職等の状況が公表
されていることを分析・評価。

特に、教員の業績（研究業績、教育上の能力、職務上の実
績を含め、教員の専門性と提供できる教育内容）の公表に
留意。
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１１－４－①：高等専門学校における教育研究活動等の状況や、
その活動の成果に関する情報を広くわかりやすく
社会に発信しているか。



授業科目、授業の方法、授業内容、年間の授業計画の公
表に留意。

学修の成果に係る評価、卒業認定基準、修了認定基準の
公表に留意。

校地、校舎等の施設及び設備その他学生の教育研究環境
に関することの公表に留意。

授業料、入学料その他徴収する費用の公表に留意。

学生の修学、進路選択、心身の健康等に係る支援に関す
ることの公表に留意。

学生が修得すべき知識及び能力に関する情報の公表に留
意。
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選択的評価事項Ａ 研究活動の状況

Ａ－１－①：高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び

支援体制が適切に整備され、機能しているか。

研究活動の目的は学校の目的とは別立てで、具体的に項目立
てて記載し、この研究の目的に照らして、研究体制、支援体
制の状況を自己評価

研究体制を研究の目的に照らして分析・評価。

（テクノセンターの位置付け、役割）

研究の支援体制を研究の目的に照らして分析・評価。

（校長裁量経費を用いている場合はその実績は明確か）

78



研究活動の目的の各項目ごとに自己評価する（対象校の自己
評価書の記述がそのようになっておらず、認証評価としての
分析が困難な場合には、対象校へ全面的な記述の書き直しを
求めています）。

研究活動の目的の各項目について、具体的な活動状況と成
果を分析・評価。

研究活動の成果の達成状況（達成度）を自己評価。

目的に「地域産業への貢献」に類するものを挙げている場
合、どのような点で地域産業に貢献したか、具体的に分析
・評価。

地域企業との共同研究や技術相談の成果として地域産業への

貢献面での具体例
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Ａ－１－②：研究目的に沿った活動の成果が上げられているか。

研究活動等の実施状況や問題点について改善を図る体制及び
改善に結びつけた具体的状況等を自己評価

自己点検している状況を分析・評価。
（地域テクノセンター、評価委員会等で実施状況や問
題点の把握をしている状況）

産業技術振興会などの外部意見を聴取している場合は、聴
取状況を分析・評価。

把握した問題点、聴取した意見を改善に結びつける主体と
取組状況を分析・評価。
（企画室、改善委員会等で改善を図っている状況）

問題点を改善した具体的事例を分析・評価。
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Ａ－１－③：研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図って
いくための体制が整備され、機能しているか。



選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対
する教育サービスの状況

Ｂ－１－①：高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開
講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスが

計画的に実施されているか。

当該目的は、学校の目的とは別に具体的に項目立てて記載し
、計画的に実施されていることを、当該目的としてあげた各
項目ごとに自己評価

経済産業省、高等専門学校を活用した中小企業人材育成

事業の当該観点での成果、文部科学省科学技術振興調整

費の当該観点での成果などを含む。
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実施項目ごとの成果の状況や改善の事例を自己評価

サービス享受者数や満足度を明示し、その結果から、活
動の成果を分析・評価。

学校としてサービスの実施状況、問題点を把握し、改善
に結びつけるシステムがあることを分析・評価。（学校と
しての改善システム、改善を行う体制）

改善システムが機能していることについて、問題点を改
善した事例を具体的に示して分析・評価。

82

Ｂ－１－②：サービス享受者数やその満足度から判断して、活動の
成果が上がっているか。また、改善のためのシステム
があり、機能しているか。



本日配付した説明会・研修会の資料は、明日

（8月27日）に大学評価・学位授与機構ウェブ
サイトに掲載されます。

http://www.niad.ac.jp/index.html
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